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施策の基本目標と部門別構想

第3回　定　例　会
“平成18年度予算・第4次金武町総合計画基本構想を可決”
・一　　般　　会　　計　61億7,522万2千円（対前年度比0.5％増）
・国保・老健・有線特別会計　26億1,471万6千円（対前年比1.57％増）
・水道事業会計・屋嘉地区簡易水道事業会計　4億2,742万9千円（伸び率 △0.83%）
　平成18年第3回定例会が3月2日(木)から23日(木)までの日程で開催された。

　定例会では議案の提案に先立ち、町長により平成18年度の施政方針で、町政運営の基本方針並び

に主要施策の概要が述べられた。

　上程された議案は、平成18年度一般会計・特別会計予算、第4次金武町総合計画基本構想について、

金武町公の施設の指定管理者の指定など36件を審議し、全ての議案を原案のとおり可決した。

　また、平成18年度予算に係る審議は、議長を除く全議員で構成する予算審査特別委員会に、第4次

金武町総合計画については、基本構想審査特別委員会に付託され、最終日の本会議にて原案どおり可決。

　一般質問は6人の議員が登壇した。

第4次金武町総合計画基本構想
総合計画とは…町の将来像を描き出し、地域づくりの基本理念と目標を定めるとともに、これを

実現化するために必要な施策の大綱を明らかにするもので、おおむね10年間を目標期限とする。

将 来 像　心豊かな明るい健康文化のまち

心のふれあう健康福祉のまちづくり

―保健・福祉の充実―
　(1) 健康づくりの充実
　(2) 児童福祉の充実
　(3) 母子・父子福祉の充実
　(4) 障害者福祉の充実
　(5) 高齢者福祉の充実
　(6) 国民健康保険

水と緑の豊かな環境のまちづくり

―生活環境・基盤の整備―
　(1) 市街地、集落・住宅地の整備
　(2) 道路整備
　(3) 上水道の整備
　(4) 下水道の整備
　(5) 海岸・河川・公園緑地の整備
　(6) 情報通信の整備

豊かな活力ある産業のまちづくり

―産業の振興―
　(1) 農林・畜産業の振興
　(2) 水産業の振興
　(3) 商工業の振興
　(4) 観光業の振興
　(5) 雇用対策の推進

健やかで薫り高い教育文化のまちづくり

―教育・文化の振興―
　(1) 学校教育の振興

　(2) 生涯学習の振興

　(3) スポーツ・レクリェーションの振興

　(4) 青少年健全育成の推進

　(5) 育英事業の推進

　(6) 地域文化の振興

　(7) 国際交流の推進

たのしく暮らせる安心のまちづくり

―環境衛生・防災対策の推進―
　(1) 廃棄物処理対策

　(2) 野犬・ハブ対策

　(3) 消防・救急・防災対策

　(4) 交通安全・防犯対策

まちづくりを推進するために

―行財政・広域行政の推進―
　(1) 町民参加によるまちづくり

　(2) 行財政の確立

　(3) 広域行政の推進
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一般会計　歳入・歳出の内訳

歳　　　　　　出

科　目 金　額 構成比

目　

的　

別

1 款　議会費

千円

123,449

％

2.00

2 款　総務費 2,003,852 32.45

3 款　民生費 1,211,724 19.62

4 款　衛生費 458,026 7.42

5 款　労働費 17,006 0.28

6 款　農林水産業費 644,067 10.43

7 款　商工費 32,913 0.53

8 款　土木費 271,596 4.40

9 款　消防費 194,914 3.16

10 款　教育費 767,510 12.43

11 款　災害復旧費 10 0.00

12 款　公債費 433,700 7.02

13 款　諸支出金 6,455 0.10

14 款　予備費 10,000 0.16

合　計 6,175,222 100.00

性　

質　

別

人件費 1,430,454 23.16

物件費 1,310,233 21.22

扶助費 337,997 5.47

補助費等 1,605,071 25.99

公債費 433,700 7.02

投資的経費 763,020 12.36

その他の経費 284,747 4.61

予備費 10,000 0.16

合　計 6,175,222 100.00

歳　　　　　　入

事　　　　　項 金　額 構成比 対前年比

1款　町税

千円

899,840

％

14.57

％

3.54

2 款　地方譲与税 88,167 1.43 △ 1.51

3 款　利子割交付金 2,215 0.04 44.68

4 款　配当割交付金 1,713 0.03 278.98

5 款　株式等譲渡所得割交付金 621 0.01 739.19

7 款　地方消費税交付金 76,629 1.24 6.19

8 款　自動車取得税交付金 17,253 0.28 14.65

9 款　国有提供施設等所在市町村助成交付金 174,898 2.83 4.00

10 款　施設等所在市町村調整交付金 277,969 4.50 0.00

11 款　地方特例交付金 8,441 0.14 △ 50.54

12 款　地方交付税 1,503,263 24.34 △ 4.08

13 款　交通安全対策特別交付金 2,232 0.04 14.46

14 款　分担金及び負担金 52,657 0.85 7.49

15 款　使用料及び手数料 80,387 1.30 0.85

16 款　国庫支出金 450,973 7.30 △ 0.69

17 款　県支出金 368,457 5.97 70.93

18 款　財産収入 1,770,264 28.67 0.79

19 款　寄附金 1 0.00 0.00

20 款　繰入金 111,464 1.81 53.78

21 款　繰越金 1 0.00 0.00

22 款　諸収入 100,892 1.63 △ 56.78

23 款　町債 186,885 3.03 △ 7.30

歳入合計 6,175,222 100.00 0.53

特別会計及び企業会計予算

会計　　　　　　　　　　　　　　年度 平成 18 年度 平成 17 年度 比　　較 伸 び 率

国民健康保険事業特別会計 1,573,250 1,462,743 110,507 7.55 

有線放送電話事業特別会計 26,156 27,765 △ 1,609 △ 5.80

老人保健特別会計 1,015,310 1,083,897 △ 68,587 △ 6.33

　　　　　　　計 2,614,716 2,574,405 40,311 1.57 

水道事業会計（支出） 392,989 397,927 △ 4,938 △ 1.24

屋嘉地区簡易水道事業会計（支出） 34,440 33,098 1,342 4.05 

　　　　　　　計 427,429 431,025 △ 3,596 △ 0.83

千円 千円 千円 ％
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■
町
税
等
徴
収
状
況
に
つ
い
て

　
　

滞
納
繰
越
分
の
徴
収
率
が

二
十
三
％
し
か
計
上
さ
れ
て
い

な
い
が
、
低
す
ぎ
な
い
か
。

　
　

毎
年
度
滞
納
繰
越
が
増
加

し
て
お
り
、
滞
納
繰
越
へ
ま
わ

さ
な
い
た
め
に
も
現
年
度
分
の

徴
収
を
強
化
し
て
い
る
。
ま
た
、

現
年
度
分
の
徴
収
率
が
低
下
す

る
と
、
地
方
交
付
税
に
も
影
響

が
出
て
く
る
の
で
強
化
し
た
い
。

　
　

今
後
の
徴
収
率
は
向
上
す

る
か
、
低
下
す
る
か
の
見
通
し

は
ど
う
か
。

　
　

税
制
改
正
で
住
民
税
の
控

除
関
係
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
課
税
額
と
し
て
は
上

が
る
が
、
徴
収
率
は
下
が
る
見

通
し
で
あ
る
。

■
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

　
　

第
三
次
総
合
計
画
の
中

で
、
災
害
時
の
防
災
に
つ
い
て

町
民
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
不
満

で
あ
る
と
の
結
果
が
出
て
い
る

が
、
そ
れ
を
受
け
て
、
防
災
計

画
の
見
直
し
は
。

　
　

評
価
に
つ
い
て
は
十
六
年

十
一
月
時
点
で
の
こ
と
だ
と
思

う
。
そ
の
後
、
防
災
会
議
や
県

と
の
調
整
を
経
て
、
異
議
な
い

と
い
う
事
で
、
防
災
計
画
の
見

直
し
を
お
こ
な
っ
た
。

　
　

以
前
、
ス
ピ
ー
カ
ー
を
設

置
す
る
計
画
が
あ
っ
た
が
。

　
　

防
災
無
線
の
こ
と
だ
と
思

う
が
、
技
術
傭
人
料
を
計
上
し

て
い
る
の
で
、調
査
・
検
討
す
る
。

■
特
産
品
振
興
会
へ
の
補
助
金

に
つ
い
て

　
　

五
年
間
の
期
限
付
き
の

補
助
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、

五
百
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
。

　
　

当
初
、
十
七
年
度
ま
で
の

五
年
間
の
補
助
期
限
で
あ
っ
た

が
、
指
定
管
理
者
へ
管
理
を
移

行
す
る
ま
で
の
二
年
間
、
補
助

期
限
を
延
長
す
る
。

　
　

補
助
を
受
け
て
の
開
発
商

品
の
普
及
活
動
等
は
。

　
　

町
民
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う

な
体
制
を
確
立
し
て
い
き
た
い
。

■
松
く
い
虫
対
策
に
つ
い
て

　
　

委
託
料
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
公
共
の
松
の
保
護
を
す

る
の
に
五
百
万
円
も
要
す
る
か
。

　
　

県
か
ら
の
補
助
で
あ
る
が
、

歳
出
で
一
千
万
円
を
計
上
し
て

い
る
。
公
共
松
の
二
百
九
十
本

の
対
策
と
一
般
住
宅
の
枯
れ
た

松
の
伐
倒
す
る
計
画
で
あ
る
。

　
　

県
補
助
の
委
託
料
を
断
る

こ
と
は
考
え
な
い
か
。

　
　

県
か
ら
防
虫
帯
と
し
て
金

武
・
恩
納
あ
た
り
で
食
い
止
め

た
い
と
の
こ
と
が
あ
り
、
県
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、
断
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

■
子
育
て
支
援
金
に
つ
い
て

　
　

人
数
は
ど
の
程
度
見
込
ん

で
い
る
か
。
ま
た
、
根
拠
は
。

　
　

本
町
の
年
間
出
生
数
は

百
二
十
人
前
後
で
あ
る
た
め
、

百
三
十
人
分
を
計
上
し
て
い
る
。

　
　

支
給
条
件
と
し
て
、
町
税

等
の
滞
納
が
な
い
世
帯
と
さ
れ

て
い
る
が
、
本
来
の
支
援
目
的

か
ら
外
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。

　
　

福
祉
を
進
め
て
い
く
上
で

は
、
納
税
等
の
義
務
に
関
す
る

住
民
の
意
識
向
上
も
目
指
さ
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
厳
し
い
か

も
し
れ
な
い
が
、
そ
う
い
う
こ

と
も
念
頭
に
入
れ
て
子
育
て
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
義
務
を
果
た
し
た
方
々

に
は
行
政
側
が
支
援
を
し
て
い

き
ま
す
と
の
姿
勢
を
見
せ
て
い

き
た
い
。

　
　

条
例
見
直
し
の
余
地
は
。

　
　

状
況
を
み
て
対
応
す
る
。

　
　

四
月
一
日
以
前
の
出
生
者

取
扱
い
に
つ
い
て
は
。

　
　

支
援
金
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
四
月
一
日
以
降
の
出
生
児

に
限
る
。

■
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

に
つ
い
て

　
　

事
業
拡
大
の
予
定
は
。

　
　

一
カ
所
の
予
定
で
あ
る
が
、

地
域
の
需
要
と
各
区
の
協
力
が

あ
れ
ば
年
度
途
中
で
も
対
応
し

た
い
。

■
新
す
こ
や
か
保
育
事
業
に
つ

い
て

　
　

事
業
目
的
は
。

　
　

町
内
五
カ
所
の
認
可
外
保

育
所
を
支
援
す
る
の
が
目
的
で

あ
る
。
ミ
ル
ク
代
の
１
／
２
を

県
・
市
町
村
で
支
援
す
る
の
が

制
度
目
的
で
、
本
町
で
は
、
認

可
外
保
育
所
の
園
児
の
教
材
等

を
ひ
と
り
当
た
り
六
千
円
程
度

支
援
す
る
こ
と
ま
で
拡
大
す
る

予
定
で
あ
る
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会

総
務
財
政
に
関
す
る
質
疑

産
業
建
設
に
関
す
る
質
疑

ＱＡＱＡ

教
育
民
生
に
関
す
る
質
疑

ＱＡＱＡＱＡＱＡ

ＱＡＱＡ

Ａ Ｑ Ａ Ｑ

Ａ Ｑ Ａ Ｑ

ＱＡＱＡ
　

主

な

質

疑

Q
&A
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第
四
次
金
武
町
総
合
計
画

に
つ
い
て
、
ど
の
程
度
の
実
現

性
が
あ
る
か
。

　
　

基
本
構
想
の
十
年
間
と
い

う
期
間
の
中
で
、
で
き
る
だ
け

一
〇
〇
％
に
近
い
実
現
性
を
求

め
て
い
き
た
い
。

　
　

総
合
計
画
を
策
定
す
る
に

あ
た
っ
た
延
べ
人
数
や
時
間
は

ど
れ
く
ら
い
か
か
っ
て
い
る
か
。

　
　

平
成
十
六
年
か
ら
役
場
の

係
長
・
補
佐
が
策
定
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
で
、
総
勢
四
十
人

ほ
ど
が
策
定
に
関
わ
っ
て
い

る
。
ま
た
、
分
野
別
懇
談
会
で

は
、
町
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

各
団
体
の
方
々
の
意
見
や
各
区

を
ま
わ
っ
て
住
民
の
方
々
の
意

見
等
も
伺
っ
て
い
る
の
で
、
全

体
を
網
羅
し
た
か
た
ち
で
計
画

を
策
定
し
て
い
る
。

　
　

第
三
次
の
「
心
豊
か
な
明

る
く
住
み
よ
い
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」と
い
う
表
現
か
ら「
心

豊
か
な
明
る
い
健
康
文
化
の
ま

ち
づ
く
り
」
と
い
う
将
来
像
に

変
わ
っ
て
い
る
が
、
ギ
ン
バ
ル

訓
練
場
返
還
後
の
跡
地
利
用
実

現
を
想
定
し
た
も
の
か
。

　
　

ウ
ェ
ル
ネ
ス
の
里
と
い
う

こ
と
も
含
め
、
金
武
町
全
体
が

そ
う
い
う
方
向
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
い
う
と
い
う
こ
と
で
、

「
健
康
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ

て
い
る
。

　
　

今
後
、
十
年
間
で
一
万
二
、

〇
〇
〇
人
程
度
ま
で
の
人
口
増

を
見
込
ん
で
い
る
よ
う
だ
が
。

　
　

本
町
で
は
、
平
成
二
年
度

か
ら
微
増
で
は
あ
る
が
伸
び
て

き
て
い
る
。
今
後
、
各
施
策
の

中
で
、
雇
用
の
発
生
を
さ
せ
る

な
ど
の
部
分
で
政
策
的
目
標
と

し
て
の
人
口
設
定
で
あ
る
。

　
　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

は
住
民
参
加
が
不
可
欠
だ
が
、

十
年
間
の
町
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
関

し
て
、
住
民
が
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
い
な
い
こ
と
は
あ
る

か
。

　
　

環
境
問
題
で
は
、
ゴ
ミ
の

分
別
等
に
つ
い
て
も
住
民
の
協

力
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

基
本
構
想
に
盛
り
込
ん
で
は
い

な
い
。

　
　

軍
用
地
に
つ
い
て
は
、「
本

町
の
地
域
振
興
を
図
る
観
点
か

ら
、
町
民
に
と
っ
て
必
要
な
土

地
の
変
換
を
求
め
、
そ
の
実
現

を
図
る
こ
と
が
二
十
一
世
紀
最

大
の
課
題
で
あ
る
」
と
あ
る
が
、

具
体
的
に
ど
の
部
分
の
返
還
を

求
め
て
い
く
の
か
。

　
　

返
還
に
つ
い
て
は
、
主
に

ギ
ン
バ
ル
訓
練
場
で
あ
る
。

　
　

第
四
次
を
策
定
す
る
に
あ

た
り
、
第
三
次
で
検
証
し
た
こ

と
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
か
。

　
　

第
三
次
を
検
証
・
評
価
し
、

新
し
い
時
代
の
波
で
あ
る
少
子

高
齢
化
に
関
連
し
た
子
育
て
支

援
等
、
Ｉ
Ｔ
環
境
の
整
備
な
ど

を
今
回
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　
　

ギ
ン
バ
ル
訓
練
場
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て
、
ヘ
リ
パ
ッ
ト

の
移
設
を
ぼ
か
し
て
い
る
よ
う

な
感
じ
が
す
る
が
、
本
当
に
解

決
で
き
る
の
か
。

　
　

各
区
や
議
会
等
で
も
３
点

セ
ッ
ト
で
説
明
し
た
い
と
申
し

上
げ
た
が
、
ヘ
リ
訓
練
に
つ
い

て
の
詳
細
な
情
報
が
得
ら
れ
て

い
な
い
た
め
そ
の
件
は
説
明
し

て
い
な
い
。
跡
地
利
用
計
画
と

土
地
活
用
に
つ
い
て
は
、
町
と

し
て
こ
う
い
う
こ
と
を
計
画
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
対
す
る

理
解
を
得
る
た
め
に
、
現
在
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
　

国
道
バ
イ
パ
ス
の
事
業
に

着
手
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
状
況

説
明
は
ど
の
程
度
さ
れ
て
い
る

の
か
。

　
　

平
成
三
年
の
事
業
ス
タ
ー

ト
の
段
階
で
は
、
事
業
概
要
説

明
会
や
用
地
買
収
説
明
会
等
を

お
こ
な
っ
て
き
た
が
、
そ
の
後

は
地
域
を
対
象
と
し
た
説
明
会

は
お
こ
な
っ
て
い
な
い
。
今
後
、

地
域
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
開

催
を
検
討
し
た
い
。

　
　

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
は

社
会
的
動
向
を
み
な
が
ら
取
り

組
む
と
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
。

　
　

県
内
に
お
い
て
は
、
市
町

村
合
併
の
取
り
組
み
が
な
さ

れ
て
い
る
が
、
北
部
地
域
で
は

ま
だ
話
が
進
ん
で
い
な
い
。
県

の
ほ
う
か
ら
合
併
に
関
す
る
指

針
の
提
示
が
あ
る
と
思
う
の
で
、

内
容
を
わ
き
ま
え
て
考
え
て
い

き
た
い
。

ＱＡＱＡ

ＱＡＱＡ

ＱＡＱＡ

ＡＱＡＱ

ＡＱＡ

Ｑ

基
本
構
想
審
査
特
別
委
員
会

　

主

な

質

疑

Q
&A
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一

般

質

問

通
告
順
に
掲
載　

※
質
問
・
答
弁
は
要
約

産
業
廃
棄
物
処
理
に
つ
い
て

廃
棄
物
処
理
対
策
に
対
す
る

取
り
組
み
は

町　長

適
切
な
処
理
方
法
を
検
討

し
、
農
家
の
負
担
軽
減
を

図
る

仲間　清 議員

仲
間
議
員　

農
家
は
、
作
物
の

品
質
と
所
得
の
向
上
を
目
指
し

な
が
ら
農
業
を
営
ん
で
い
る
が
、

台
風
襲
来
等
に
よ
る
被
害
は
多

大
な
も
の
で
あ
る
。
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
等
を
破
損
し
、
取
り
替

え
の
際
の
処
理
に
苦
慮
し
て
い

る
農
家
も
少
な
く
な
い
が
、
町

と
し
て
農
家
の
負
担
軽
減
や
農

業
意
欲
を
失
わ
せ
な
い
と
い
う

観
点
か
ら
廃
棄
物
処
理
対
策
に

取
り
組
む
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

町
長　

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
適
正
処
理
対
策
協
議
会
の
設

置
を
予
定
し
て
い
る
。
農
協
や

生
産
組
合
、
農
業
者
団
体
等
関

係
団
体
と
連
携
し
、
適
正
な
処

理
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
農
家

負
担
の
軽
減
等
に
努
め
て
い
き

た
い
。

町長

合
意
に
は
至
っ
て
い
な
い

ギ
ン
バ
ル
訓
練
場
の

　

跡
地
利
用
に
つ
い
て

関
係
地
主
と
の
同
意
は

仲
間
議
員　

第
四
次
金
武
町
総

合
計
画
基
本
構
想
の
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
ギ
ン
バ
ル

訓
練
場
の
跡
地
利
用
が
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
が
、
返
還
の
目

途
が
立
っ
て
い
な
い
。
条
件
付

き
返
還
で
あ
る
が
、
解
決
策
は
。

町
長　

町
と
し
て
、
ヘ
リ
パ
ッ

ド
の
訓
練
内
容
、
頻
度
、
時
間

及
び
飛
行
ル
ー
ト
等
の
町
内
に

お
け
る
訓
練
状
況
を
米
軍
へ
照

会
し
た
が
、
十
分
な
資
料
を
得

る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
訓
練
内
容
に
つ
い
て
情

報
を
得
る
た
め
の
話
し
合
い
を

米
軍
・
施
設
局
・
町
の
三
者
で

持
つ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

仲
間
議
員　

関
係
地
主
と
の
同

意
に
つ
い
て
は
。

町
長　

地
権
者
の
方
に
は
ギ
ン

バ
ル
訓
練
場
の
跡
地
利
用
計
画
、

土
地
活
用
に
つ
い
て
説
明
会
を

行
っ
た
が
、
合
意
に
は
至
っ
て

い
な
い
。

仲
間
議
員　

補
助
事
業
の
期
限

は
。

町
長　

ギ
ン
バ
ル
訓
練
場
跡
地

利
用
計
画
に
お
け

る
補
助
事
業
に
つ

い
て
は
、
主
に
島

田
懇
談
会
事
業
で

の
展
開
を
考
え
て

お
り
、
期
限
に
つ

い
て
は
平
成
十
九

年
度
と
な
っ
て
い

る
。

仲
間
議
員　

補
助

事
業
の
期
限
に
つ

い
て
、
延
長
で
き

る
よ
う
な
こ
と
は

な
い
か
。

町
長　

国
の
方
と
も
調
整
を
し

て
い
る
が
、
合
意
に
至
っ
て
い

な
い
こ
と
な
ど
、
町
の
体
制
が

確
立
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
期

限
に
つ
い
て
は
十
九
年
度
ま
で

だ
と
い
う
話
は
あ
っ
た
。
し
か

し
、
ギ
ン
バ
ル
地
域
に
お
け
る

事
業
計
画
が
具
体
的
に
示
せ
る

よ
う
で
あ
れ
ば
、
話
し
合
い
に

応
じ
て
も
い
い
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。

上空から見たギンバル訓練場
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強
襲
偵
察
部
隊
の
夜
間
強
襲

揚
陸
訓
練
（
フ
ォ
ー
ス
レ
コ
ン
）

に
つ
い
て

抗
議
す
る
考
え
は
な
い
か

町 長

訓
練
中
止
を
訴
え
る

前田　修 議員

前
田
議
員　

キ
ャ
ン
プ
・
コ
ー

ト
ニ
ー
に
お
い
て
、
夜
間
十
時

か
ら
翌
朝
四
時
に
か
け
て
、
模

擬
銃
を
携
帯
し
た
海
兵
隊
が
、

ゴ
ム
ボ
ー
ト
で
上
陸
訓
練
を
実

施
し
て
い
る
と
の
新
聞
報
道
が

あ
っ
た
。
時
間
帯
に
よ
っ
て
は

空
砲
を
使
用
し
て
の
訓
練
も
実

施
さ
れ
て
い
る
様
だ
が
、
情
報

は
把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

ブ
ル
ー
・
ビ
ー
チ
や
レ
ッ
ド
・

ビ
ー
チ
で
も
同
様
の
訓
練
が
実

施
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
訓

練
の
中
止
に
向
け
て
厳
重
に
抗

議
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　

具
体
的
な
訓
練
内
容
に

つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
。

町 長

確
認
で
き
な
か
っ
た

国
道
の
暗あ
ん

渠き
ょ

撤
去
に
つ
い
て

伊
地
田
原
に
設
置
さ
れ
て
い
る

暗
渠
を
撤
去
す
る
考
え
は

前
田
議
員　

国
道
三
二
九
号
線

の
嘉
芸
小
学
校
の
東
側
、
伊
地

田
原
に
暗
渠
が
敷
設
さ
れ
て
い

る
が
、
ど
こ
が
設
置
し
た
も
の

か
不
明
で
あ
る
。
責
任
の
所
在

を
あ
き
ら
か
に
し
て
、
撤
去
も

し
く
は
他
の
場
所
へ
移
設
で
き

な
い
も
の
か
。

町
長　

町
の
道
路
台
帳
調
査
及

び
国
道
事
務
所
等
に
照
会
を
し

た
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

前
田
議
員　

建
設
課
長
へ
事
前

に
調
査
依
頼
を
行
っ
た
が
、
暗

渠
の
所
在
は
確
認
さ
れ
て
い
な

い
か
。

建
設
課
長　

企
業
局
に
問
い
合

わ
せ
を
し
た
が
、
設
置
し
た
こ

と
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

国
道
事
務
所
も
同
様
の
回
答
で

あ
っ
た
。
町
の
道
路
台
帳
で
は

嘉
芸
保
育
所
の
横
と
ゴ
ー
ル
デ

ン
サ
ン
ビ
ー
チ
ホ
テ
ル
付
近
に

は
存
在
し
た
が
、
質
問
箇
所
へ

の
暗
渠
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

町
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
、
過
重

な
る
基
地
負
担
軽
減
を
日
米
両

政
府
に
訴
え
て
き
た
。
こ
の
種

の
訓
練
が
深
夜
の
時
間
帯
に
行

わ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
地

域
住
民
に
対
し
て
不
安
や
恐
怖

を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
日
米

両
政
府
に
対
し
て
強
く
中
止
を

求
め
て
い
き
た
い
。

前
田
議
員　

戦
車
等
が
上
陸
訓

練
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
な

い
か
。

企
画
課
長　

ブ
ル
ー
・
ビ
ー
チ

で
は
昼
間
に
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ

ト
を
使
用
し
て
、
キ
ャ
ン
プ
・

コ
ー
ト
ニ
ー
か
ら
施
設
間
移
動

を
し
て
上
陸
訓
練
を
し
て
い
る

が
、
夜
間
の
訓
練
は
把
握
し
て

い
な
い
。

ホバークラフトを使用した上陸訓練（ブルー・ビーチ）
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伊芸　武吉 議員

道
路
整
備
に
つ
い
て

進
捗
状
況
は

町 長

区
と
協
議
し
て
い
く

ギ
ン
バ
ル
訓
練
場
跡
地

利
用
に
つ
い
て

三
点
セ
ッ
ト
の
進
捗
状
況
は

町 長

返
還
に
関
す
る
説
明
は

行
っ
て
い
な
い

伊
芸
議
員　

伊
芸
シ
ッ
チ
原
周

辺
護
岸
背
後
地
の
未
完
成
道
路

整
備
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

町
長　

計
画
区
域
内
に
個
人
有

地
が
あ
り
、
用
地
購
入
を
計

画
し
て
い
た
が
、
工
事
執
行
で

き
る
部
分
か
ら
先
に
し
て
用
地

購
入
が
解
決
次
第
、
実
施
す
る

と
い
う
こ
と
で
伊
芸
区
と
話
し

合
っ
て
き
た
。
今
後
、
伊
芸
区

と
協
議
し
て
検
討
し
て
い
く
。

伊
芸
議
員　

伊
芸
十
二
号
線
の

改
良
舗
装
延
長
工
事
の
事
業
計

画
・
進
捗
状
況
は
。

町
長　

伊
芸
十
二
号
線
に
つ
い

て
は
以
前
、
国
道
へ
の
計
画
を

し
、
用
地
買
収
交
渉
を
進
め
て

き
た
が
、
購
入
で
き
な
い
状
況

で
あ
る
。
今
後
も
継
続
し
て
検

討
し
て
い
く
。

伊
芸
議
員　

美
徳
川
河
川
周
辺

の
道
路
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
。

伊
芸
議
員　

町
長
が
言
う
跡
地

利
用
の
三
点
セ
ッ
ト
の
具
体
的

取
り
組
み
と
進
捗
状
況
は
。

町
長　

当
初
、
跡
地
利
用
計

画
・
土
地
活
用
・
基
地
の
返
還

の
三
事
案
を
説
明
す
る
予
定
で

あ
っ
た
が
、
基
地
の
返
還
に
つ

い
て
は
米
軍
か
ら
十
分
な
資

料
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
た
め
説
明
を
行
っ
て
い
な

い
。
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
先

端
医
療
等
を
核
と
し
た
施
設
整

備
、
土
地
活
用
に
つ
い
て
は
等

価
交
換
方
式
の
二
事
案
を
説
明

し
て
い
る
。

伊
芸
議
員　

ブ
ル
ー
ビ
ー
チ
へ

の
ヘ
リ
パ
ッ
ド
移
設
問
題
の
折

衝
状
況
、
見
通
し
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

町
長　

町
と
し
て
は
、
ヘ
リ

パ
ッ
ド
の
訓
練
内
容
・
頻
度
・

時
間
及
び
飛
行
ル
ー
ト
等
、
町

内
に
お
け
る
ヘ
リ
訓
練
の
状
況

を
防
衛
施
設
局
を
通
じ
て
米
軍

に
照
会
し
て
き
た
が
、
十
分
な

資
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
訓
練
内
容

に
つ
い
て
の
情
報
を
得
る
た
め

の
話
し
合
い
を
米
軍
・
那
覇
防

衛
施
設
局
・
町
の
三
者
で
開
く

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

伊
芸
議
員　

事
業
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
は
で
き
て
い
る
と
思
う
が
、

具
体
的
に
説
明
は
で
き
な
い
か
。

基
地
跡
地
推
進
課
長　

訓
練
場

の
跡
地
利
用
計
画
で
は
公
設
民

営
・
公
設
公
営
・
民
設
民
営
を

計
画
し
て
い
る
。
公
設
民
営
に

つ
い
て
は
立
地
希
望
業
者
３
社

か
ら
希
望
が
あ
る
。
土
地
に
つ

い
て
は
等
価
交
換
を
予
定
し
て

い
る
。
地
権
者
と
の
合
意
に
は

至
っ
て
い
な
い
が
、
合
意
に
向
け

て
説
明
を
し
て
い
く
考
え
で
あ

る
。
等
価
交
換
費
用
は
一
般
財

源
も
投
入
さ
れ
る
こ
と
と
町
の

重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
各
区
に
対
し
て
は
町

の
基
本
方
針
を
説
明
し
て
い
る
。

町
長　

伊
芸
農
村
公
園
工
事
設

計
調
査
事
業
に
お
い
て
美
徳
川

改
修
計
画
案
を
提
案
し
、
採
択

申
請
を
予
定
し
て
い
た
が
、
県

の
制
度
改
正
が
あ
り
、
今
年
度

の
金
武
町
農
村
振
興
基
本
計
画

策
定
事
業
に
お
い
て
新
た
な
計

画
案
を
挿
入
し
、
事
業
採
択
に

向
け
て
関
係
機
関
へ
申
請
し
て

い
く
。

伊芸シッチ原の護岸
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平
成
十
八
年
度
施
政
方
針
及
び

第
四
次
総
合
計
画
基
本
構
想
に

つ
い
て

基
本
構
想
の
内
容
の
う
ち
、

施
政
方
針
に
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
も
の
は

町　長

子
育
て
激
励
金
の
創
設
、

乳
幼
児
医
療
費
助
成
の

拡
大
な
ど

小波津　隆 議員

小
波
津
議
員　

第
四
次
総
合
計

画
基
本
構
想
の
内
容
の
う
ち
、

平
成
十
八
年
度
施
政
方
針
に
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
事
項
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

町
長　

一
つ
目
に
、
子
育
て
激

励
金
、
虫
歯
予
防
奨
励
金
の

創
設
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
及

び
児
童
手
当
の
支
給
対
象
拡
大
。

二
つ
目
に
、
生
徒
指
導
の
充
実

強
化
を
図
る
た
め
二
名
の
職
員

配
置
。
三
つ
目
に
、屋
嘉
地
区
・

小
浜
地
区
灌か
ん

漑が
い

排
水
事
業
の
推

進
並
び
に
金
武
・
並
里
地
区
農

業
集
落
排
水
の
推
進
、
住
居
表

示
見
直
し
に
つ
い
て
。
四
つ
目

に
、
ゴ
ミ
分
別
収
集
の
推
進
、

地
域
防
災
計
画
概
要
版
・
防
災

マ
ッ
プ
の
作
成
、
災
害
時
避
難

場
所
の
標
識
設
置
。
五
つ
目
に
、

ま
ち
づ
く
り
条
例
の
検
討
。

小
波
津
議
員　

子
育
て
奨
励
金

に
つ
い
て
具
体
的
に
は
。

保
健
福
祉
課
長　

四
月
以
降
に

生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
に
、
十
万

円
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
保
護
者
の
方
が
そ
れ

ぞ
れ
の
義
務
（
納
税
等
）
を
果

た
し
て
い
る
と
い
う
条
件
を
つ

け
て
い
る
。

小
波
津
議
員　

『
健
康
』
と
い

う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
重
み
を
持
た

せ
て
い
る
よ
う
に
思
う
が
、
住

民
の
健
康
づ
く
り
、
健
康
維
持

に
ど
う
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
。

町
長　

住
民
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
に
応
じ
た
健
康
課
題
を
明
ら

か
に
し
、
感
染
症
や
疾
病
予
防
、

早
期
発
見
に
努
め
る
と
同
時
に
、

住
民
が
自
分
自
身
の
健
康
課
題

を
知
り
、
自
分
の
健
康
は
自
分

で
作
れ
る
よ
う
な
様
々
な
施
策

を
展
開
し
て
い
く
。

小
波
津
議
員　

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
移
設
は
い
つ
か
。

保
健
福
祉
課
長　

四
月
一
日
で

あ
る
。

小
波
津
議
員　

健
康
に
向
け
て

具
体
的
に
ど
う
い
う
取
り
組
み

が
あ
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長　

自
分
の
健
康

は
自
分
で
つ
く
り
、
守
る
と

い
う
意
欲
が
な
け
れ
ば
、
な
か

な
か
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

我
々
は
こ
れ
以
上
で
き
な
い
と

い
う
と
こ
ろ
ま
で
や
っ
て
い
る

訳
で
は
な
い
が
、
提
供
し
て

い
る
サ
ー
ビ
ス
は
門
戸
を
拡
げ

て
待
っ
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。

町
民
の
健
康
づ
く
り
事
業
へ
の

参
加
が
少
し
弱
い
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

小
波
津
議
員　

農
業
振
興
策
に

お
い
て
有
機
栽
培
及
び
地
産

地
消
を
推
進
し
、
食
育
と
連
動

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
。

町
長　

有
機
栽
培
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
耕
畜
連
携
に
よ
る
有

機
農
法
を
推
進
し
て
お
り
、
地

産
地
消
に
つ
い
て
は
保
育
所
、

学
校
給
食
に
お
い
て
田
芋
・
パ

パ
イ
ヤ
・
た
ま
ご
等
の
地
元
農

産
物
を
活
用
し
て
い
る
。
今
後

は
、
地
産
地
消
推
進
計
画
に
基

づ
き
、
食
の
安
全
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
地
域
農
産
物
の
地
産
地
消

を
一
層
推
進
し
て
い
き
た
い
。

小
波
津
議
員　

町
民
が
積
極
的

に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
で
き
る

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
作
り
に
対
す

る
知
恵
等
の
受
入
を
考
え
て
い

る
か
。

町
長　

ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル

と
も
言
え
る
ま
ち
づ
く
り
条

例
を
検
討
し
、
そ
の
中
で
、
町

民
と
行
政
の
役
割
と
責
務
、
町

民
の
参
加
の
在
り
方
と
町
民
共

同
の
ル
ー
ル
な
ど
を
検
討
し
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。
検
討

の
際
に
は
、
情
報
共
有
や
町
民

参
加
の
仕
組
み
づ
く
り
の
た
め
、

町
民
参
加
型
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
や
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
に
お
い
て
、
町

民
自
ら
が
積
極
的
に
ま
ち
づ
く

り
ビ
ジ
ョ
ン
等
を
考
え
て
い
け

る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を

構
築
し
て
い
く
。
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仲間　政治 議員

ギ
ン
バ
ル
訓
練
場
の
返
還
と

ヘ
リ
パ
ッ
ド
の
移
設
に
つ
い
て

今
後
の
日
程
と

　
　
　

町
長
の
姿
勢
は

町　長

条
件
付
き
返
還
の
課
題
の

解
決
に
向
け
て
鋭
意
努
力

す
る

仲
間
議
員　

三
点
セ
ッ
ト
を
踏

ま
え
た
今
後
の
日
程
と
町
長
の

姿
勢
を
明
確
に
し
て
欲
し
い
。

町
長　

跡
地
利
用
の
推
進
に
向

け
て
は
、
ヘ
リ
パ
ッ
ド
移
設
の

条
件
付
き
返
還
と
い
う
課
題
を

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

島
田
懇
談
会
事
業
の
期
限
も

十
九
年
度
と
な
っ
て
お
り
、
そ

の
課
題
に
つ
い
て
は
国
・
米
軍

等
関
係
機
関
等
と
連
絡
調
整
を

図
り
、
解
決
に
向
け
て
鋭
意
努

力
し
て
い
く
。

仲
間
議
員　

町
長
は
、
日
米
両

政
府
に
何
を
求
め
て
鋭
意
努
力

し
て
い
る
の
か
。

町
長　

米
軍
再
編
の
最
終
報
告

問
題
も
含
め
て
、
大
き
く
揺
れ

動
い
て
い
る
こ
の
中
で
、
判
断

を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思

う
。

仲
間
議
員　

ギ
ン
バ
ル
に
つ
い

て
ぎ
り
ぎ
り
の
状
況
で
あ
る
と

の
発
言
が
あ
る
が
、
ぎ
り
ぎ
り

の
期
限
は
い
つ
か
。

町
長　

米
軍
再
編
の
中
間
報
告

に
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い
も
の

に
関
し
て
は
、
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
が
そ

の
ま
ま
生
き
て
く
る
の
で
、
私

の
言
う
ぎ
り
ぎ
り
の
ラ
イ
ン
は
、

最
終
報
告
の
時
期
で
あ
る
三
月

末
が
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
で
あ
る
。

仲
間
議
員　

ブ
ル
ー
ビ
ー
チ
へ

の
ヘ
リ
パ
ッ
ド
移
設
に
つ
い
て

は
、
並
里
区
で
は
二
度
の
反
対

決
議
が
な
さ
れ
て
い
る
。
町
議

会
で
も
過
去
に
反
対
決
議
を
し

た
経
緯
が
あ
る
。
町
長
は
い
つ

判
断
す
る
の
か
。

幼
保
総
合
施
設
と

金
武
保
育
所
の
今
後
に
つ
い
て

道
路
改
修
に
伴
う

金
武
保
育
所
の
今
後
の
処
遇
は

町　長

国
の
モ
デ
ル
事
業
の
評
価

検
討
、
保
育
ニ
ー
ズ
を
考

慮
し
、
進
め
る

仲
間
議
員　

国
は
、
総
合
施
設

実
施
の
法
案
成
立
を
目
指
し

て
い
る
が
、
本
町
に
お
い
て
、

道
路
改
修
に
伴
う
金
武
保
育
所

の
今
後
の
処
遇
に
関
心
が
集
ま

る
。
諸
般
の
情
勢
に
鑑
み
、
町

長
並
び
に
教
育
長
の
所
見
は
。

町
長　

国
に
お
い
て
は
、
就
学

前
の
教
育
・
保
育
を
一
体
と

し
て
捉
え
た
総
合
施
設
に
つ
い

て
、
全
国
三
十
五
箇
所
で
モ
デ

ル
事
業
を
実
施
し
、
評
価
検
討

を
進
め
て
い
る
。
本
町
に
お
い

て
は
、
第
四
次
総
合
計
画
に

保
育
所
と
幼
稚
園
の
連
携
を
う

た
っ
て
い
る
。
多
様
化
す
る
保

育
ニ
ー
ズ
と
就
学
前
の
教
育
の

重
要
性
に
鑑
み
職
員
採
用
を
保

育
士
資
格
と
幼
稚
園
教
諭
免
許

を
併
有
し
て
い
る
者
を
採
用
し

て
い
る
。
金
武
保
育
所
の
移
転

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
事

を
十
分
考
慮
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
。

町
長　

先
日
、
並
里
区
長
・
区

議
会
議
長
が
訪
れ
て
、
要
請
文

の
手
交
が
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と

に
関
し
て
は
重
く
受
け
止
め
て

い
る
。
町
民
に
あ
る
程
度
の
情

報
を
出
し
て
行
き
な
が
ら
、
地

域
の
声
に
耳
を
傾
け
、
地
域
と

共
に
歩
み
な
が
ら
最
終
的
に
判

断
し
て
い
き
た
い
。

教
育
長　

法
案
の
中
身
を
十
分

検
討
し
な
が
ら
、
町
部
局
と
も

連
携
を
図
り
、
煮
詰
め
て
い
き

た
い
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

10

No.105平成18年 6月 1日 （金武町議会報）



東　寛治 議員

屋
嘉
地
区
農
業
集
落
排
水

事
業
に
つ
い
て

十
七
年
度
末
時
点
で
の

事
業
進
捗
状
況
は

町　長

基
本
設
計
と
管
路
設
計

４
キ
ロ
の
実
施
設
計
を

お
こ
な
っ
て
い
る

東
議
員　

屋
嘉
地
区
農
業
集
落

排
水
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成

十
七
年
度
に
採
択
さ
れ
て
お
り
、

二
十
三
年
度
か
ら
供
用
開
始
予

定
と
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
十
七
年
度
末
時
点
で
の
事

業
進
捗
状
況
は
。

町
長　

十
七
年
度
に
つ
い
て
は
、

基
本
設
計
と
管
路
設
計
13
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、
４
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
実
施
設
計
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。

東
議
員　

施
設
導
入
及
び
完
成

後
の
利
用
に
つ
い
て
、
地
域
住

民
の
合
意
は
得
ら
れ
て
い
る
か
。

ま
た
、
合
意
確
認
は
ど
の
よ
う

な
方
法
で
実
施
し
た
の
か
。

町
長　

地
域
住
民
の
合
意
率

は
82
％
と
な
っ
て
い
る
。
合
意

確
認
に
つ
い
て
は
、
区
職
員
と

行
政
委
員
が
各
家
庭
を
訪
問
し
、

各
世
帯
主
の
署
名
・
押
印
に
よ

り
確
認
し
て
い
る
。

東
議
員　

平
成
十
七
年
策
定
の

ロ
ー
リ
ン
グ
方
式
に
よ
る
と
、

十
八
年
度
に
お
い
て
処
理
施
設

用
地
購
入
が
計
画
さ
れ
て
い
る

が
、
用
地
の
場
所
・
面
積
・
取

得
交
渉
の
状
況
は
。

町
長　

渡
久
比
那
川
下
流
の
小

学
校
裏
側
、
区
有
地
付
近
を
計

画
し
て
い
る
。
実
施
設
計
が
完

了
し
な
い
と
面
積
が
確
定
し
な

い
の
で
、
取
得
交
渉
は
現
在
実

施
し
て
い
な
い
。

東
議
員　

以
前
、
屋
嘉
区
民
を

対
象
に
、
施
設
を
利
用
す
る
か

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

が
あ
っ
た
と
思
う
が
、
配
布
数

と
回
収
率
は
何
パ
ー
セ
ン
ト
か
。

産
業
振
興
課
長　

平
成
十
七
年

度
の
戸
数
５
８
４
戸
に
対
し
て
、

57
％
で
あ
る
。

東
議
員　

施
設
を
利
用
す
る
場

合
に
は
家
庭
の
水
回
り
の
改
修

を
伴
う
と
思
う
が
、
そ
の
分
住

民
に
は
改
修
費
の
負
担
が
出
て

く
る
。
行
政
側
が
一
部
で
も
支

援
す
る
考
え
は
。

産
業
振
興
課
長　

伊
芸
区
が
供

用
開
始
を
し
て
い
る
が
、
全
額

個
人
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
屋

嘉
区
に
つ
い
て
も
施
設
が
完
成

す
れ
ば
、
大
筋
で
個
々
の
負
担

が
確
定
し
て
く
る
の
で
、
そ
の

と
き
に
判
断
し
た
い
。

市
町
村
合
併
に
対
す
る

基
本
姿
勢
つ
い
て

宜
野
座
村
と
の
合
併
枠
組
み

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が

町 長

引
き
続
き
検
討
す
る

東
議
員　

県
が
示
し
た
合
併
推

進
構
想
案
に
よ
る
と
、
宜
野
座

村
と
の
枠
組
み
で
あ
る
が
、
こ

れ
に
対
す
る
見
解
、
認
識
は
。

町
長　

町
の
財
政
見
通
し
や
町

民
・
議
会
等
の
意
向
を
尊
重
し
、

引
き
続
き
検
討
す
る
。

東
議
員　

金
武
・
宜
野
座
の
枠

組
み
案
で
町
当
局
に
対
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
的
な
も
の
が

あ
っ
た
か
。

町
長　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も

あ
っ
た
が
、
県
の
担
当
者
か
ら

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
も
行
っ
て

い
る
。

東
議
員　

健
全
な
行
政
運
営
が

で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
あ
え
て

合
併
を
す
る
必
要
は
な
い
と
思

う
が
、
合
併
を
し
な
い
な
ら
ば
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
レ
ベ
ル
を
低

下
さ
せ
ず
、
今
後
の
運
営
が
で

き
る
の
か
と
い
う
点
が
合
併
の

判
断
要
素
に
な
る
と
思
う
が
。

町
長　

町
と
し
て
現
段
階
で
は
、

積
極
的
な
合
併
推
進
で
は
な
い
。

宜
野
座
村
の
考
え
な
ど
、
具
体

的
に
聞
い
て
い
な
い
の
で
、
そ

の
辺
を
判
断
し
た
上
で
対
応
し
、

結
論
を
出
し
た
い
。
金
武
町
が

自
立
し
て
や
っ
て
行
け
る
か
な

ど
の
分
析
も
必
要
だ
ろ
う
と
考

え
る
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
農
業
組
合
法
人
屋
嘉
畜
産

組
合
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議事録検索システムがスタート
　4月1日の金武町ホームページのリニューアルに伴い、議事録検索システムがスタートしました。
　これまで、町立図書館や各区公民館のみへ配布していた議会議事録が、インターネットを通してご家庭でも
閲覧できるサービスです。
　金武町ホームページのトップページから議事録検索ボタンをクリックしてご利用ください。

金武町公式ホームページ：http://www.town.kin.okinawa.jp

　宜野座栄議員が25年以

上の永きにわたり、議会議

員として地方自治の振興

発展に寄与されたことをた

たえられ、沖縄県町村議

会議長会から自治功労の

表彰がありました。

　４月26日に開催された第

４回臨時会において、監査

委員に伊芸正一氏を選任す

ることに同意した。

　また、人権擁護委員につ

いては、宮里輝光氏が適任

であるとの意見を出した。宜野座　栄 議員

＊監査委員・人権擁護委員＊＊ 議 員 表 彰 ＊

１　調査事項

①跡利用事業のはりつけ事業の調査研究。

②滅失地、潰れ地の状況調査。

③財政状況、国庫補助金，自己資金の見通し、貼り付け事業の内

容と各事業の予算計画について。

２　調査日及び調査内容

①平成17年10月25日　・調査日程の調整及び調査方法について

・事業誘致の進捗状況について

　本委員会ではギンバル訓練場跡地利用計画について、提出された

資料を基に事業計画及び導入事業についての説明を受け、今後の調

査日程、調査方法の調整を行った。

　事業計画については短期スケジュール表を作成し、より具体的な

計画内容の説明ができるよう求めた。併せて、ギンバル訓練場の現

地調査、導入予定事業の先進地の検討を行った。

②平成17年11月29日　・ギンバル訓練場及びブルービーチ訓練

場の現地踏査及び洋上調査について

　ギンバル訓練場及びブルービーチ訓練場の立入調査については、

那覇防衛施設局から基地対策室長外6名の担当職員が同行し、ギン

バル訓練場海浜の滅失地、導入施設建設予定地の既設構造物等（ヘ

リパッド、メースＢサイト、消防訓練施設）の確認と説明を受ける。

また、ヘリパッドの移設がＳＡＣＯ合意の条件のため関連してブルー

ビーチ訓練場を視察した。

③平成17年12月22日　・ギンバル訓練場跡地利用スケジュール

について

　ギンバル訓練場に関する経緯、移設条件方針表明までのながれ、

ギンバル訓練場返還計画スケジュールについての説明を受ける。ギ

ンバル訓練場の返還はヘリパッドのブルービーチ訓練場への移設が

条件であるが、導入事業の誘致は先行して進めていく旨の説明があっ

た。

④平成18年1月10日　・ギンバル訓練場跡地導入事業の説明及び

聞取り

　ギンバル訓練場跡地導入事業の先進医療センターＡ社、ギンバル

リゾートリハセンターＢ社、免疫クリニックC社の事業内容、雇用効

果、収支計画等の説明を受ける。

　提出された資料の質疑は文書により事前に提出し、回答を求める。

⑤平成18年1月30日　・ギンバル訓練場跡地導入事業について

　先進医療センターＡ社、ギンバルリゾートリハセンターＢ社の事

業計画について予め提出した文書に対して説明を受ける。免疫クリ

ニックC社については準備不足のため次回に持ち越す。

⑥平成18年2月10日　・ギンバル訓練場跡地導入事業について

　免疫クリニックC社の事業計画について説明を受ける。

⑦平成18年2月20日　・東京都内にて先端医療施設及び先端ウエ

～22日 ルネス施設の視察研修

（視察研修概要）

イ．四谷メディカルキューブにおいて先端医療施設の説明を受け

る。都市型先端医療センターとして昨年5月にオープンした同院

では、最新のＰＥＴ－ＣＴ（ＧＥ社製）を採用し、精度の高い

医療を提供している。企業と連携を取った運営を行っていると

いうことで現在は会員を対象とした検診等を行っている。

ロ．㈱ドラゴンアイにおいて先端ウエルネス施設の説明を受ける。

同施設ではいろいろな器具を使用して心身の疲労の回復、ある

いは健康を保つ効用を提供している。これはトップアスリート

として活躍した経験に基づき開発された設備器具等であった。

健常者やスポーツ関係者を対象としている設備として他施設と

の違いを検証した。

ハ．武蔵村山病院において先端リハビリ施設及び先端医療施設の

説明を受ける。同院のリハビリ施設は日本リハビリテーション

医学会研修施設に認定されており、いろいろな機能回復訓練が

可能である。また、最新のＰＥＴ－ＣＴ（日立社製）を採用し、

精度の高い医療を提供している。特に口腔、歯科、言語等をリ

ハビリに一貫して導入しているという特色である。

３　まとめ

　今回の視察によりＰＥＴ－ＣＴ機器の現物とその検診の仕組みに

ついては理解ができた。高価な設備ということもあってその採用に

は慎重にならざるを得ないが最先端の医療機器というこの設備の特

徴は、まさに癌の早期発見には大いに寄与できるという確信を得る

ことができた。一方、これらとリハビリの関係についてはまだ十分

に検証するに至らず、総合的な運営やこれらを利用した地域医療と

いった内容については更に運営している先進地の研修も必要ではな

いかという意見である。これからの電子情報化時代を考えると電子

カルテの導入に対しても積極的に検証する必要があるのではないか。

以上，中間報告とする。

伊芸　正一　氏 宮里　輝光　氏

ギンバル訓練場跡地利用調査特別委員会
ギンバル訓練場跡地利用調査特別委員会（外間現一郎委員長）が、ギンバル訓練場及びブルービーチ訓練場

の現場踏査と返還後の跡地利用として、町が計画している先端医療施設の先進地調査を実施した。

中 間 報 告
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